
アドバイザー
からの助言を受けて



小・中の授業を見ていて
かなり使えている方である

菅原アドバイザーより

振り返りについて
質を上げていくべき

デジタルポートフォリオとしての振り
返り ICTの活⽤により相互参照でき
る→さらに深い振り返りになる。
さらに視点を明確に持たせる、⾒通し
を持たせることで質の⾼い振り返りに
なるのでは？

⼦どもの姿からは、⽣徒⼀⼈ひとりが使え
るようになっている。これまでの取り組み
を続けていくべき。

持続可能で子どもの次
の意欲になる振り返り

これまでの授業を立ち止
まって考える必要あり

生徒の選択や判断の
機会を増やす

⾃分で決めること、⾃分で選んで
やる、⾃⼰決定の機会が増えるこ
とで、より主体的になっていく。
そうした場⾯を意図的につくって
いく。

GIGAによって「こども主体」に変革していく 

教える授業
↓

子どもが考える授業



⾃⽴した⼦ども�→�⾃治的に⽣活する集団

目指す子どもの姿

⾃分で⾃分のことを決める、そして⾏動に移す
⾃分が属する組織や集団をよりよい⽅向になる
ように意⾒を出し合い、仲間と協働して変⾰していく⼈

⾃⽴した⼦どもとは？

活気に満ちた学校へ・・・



①学級や⽣徒会
学級活動や⽣徒会活動におい
てそのスローガンを具現化し
ようとしてきた。

⽬指す⼦どもの姿

②授業内でできないか？
学校教育活動は、授業が⼤半を占めている。
その授業内で、もっと主体的に学習に取り組
める仕掛けを作れないだろうか？

個⼈のレベルは違えど、今の⾃分を知り、今の⾃分に何が必要で、
どんなことをすべきかを⾃分で考え判断し、⾏動に移していく⼈。

⾃⼰調整学習者の育成

「⾃⽴」した学習者の姿・・・

⾃由進度学習？？

「自治・自立」

・⾃分から学ぶ⼒・⾃分から考える⼒
・⾃分から調整する⼒・⾃分から⼯夫する⼒

・⾃分から振り返る⼒
⾃⼰調整学習者？



なぜ？どんな教育的意味があるの？

板書して、それを写している時間は？

議題のページに戻る

ノートは何のために使うの？

綺麗に写させるため？⼦どもの思考を整理するため？
新たな発想を促すため？

⼦ども⼀⼈ひとりの考えを、黒板に書か
せる意味は？

⽣徒を⼀列に並べて丸つけする意味は？

これまでの授業を⽴ち⽌
まって考えてみる必要あり





振り返りについて



振り返りについて



いきなり「⾃由に」できるとは思えない・・・という⽅に

全てを⾃由にすると逆に困惑する⼈がいるかもしれない。
３パターンくらい⽤意しておき、

⾃分で選ぶことから始めるのもいいかもしれない。



家庭学習への取り組み⽅の変容

取り組み後の変容をどこで⾒取るか

・単なる時間を無駄に使った写しの時間になっている

・誰のためでもない、提出するためのノート

・埋めるために計算を⼤きく４問など

本人にとって、意味のあることをさせたい→ノートオンリーで果たしていいのか？





家庭学習への取り組み⽅の変容

世⽥⾕区⽴芦花中学校さんの取組を参考にさせていただきました。

2年部では、毎朝家庭学習のリフレクションを付けさせ⾃分の取組を記録しています。⽉に2回ほど教
員と⽣徒で⾯談をし、このリフレクションをもとに学習の進め⽅や効果などを話し合い、試⾏錯誤を
させています。学ぶことの意味をしっかりと考えさせ、意味のある時間を創り出す、そして⾃⽴した
学習者になるための取組です。







⽣徒会執⾏部の場合

 中学校の⽣徒会活動と⼩学校の児童会活
動をつなぐ⽬的で取り組んでいます。

 中学校が主導する地域貢献活動（コスモ
スプロジェクト）を地区にある３つの⼩学
校の６年⽣に説明しています。今後はそれ
ぞれの活動を紹介し合い、地域の良さを共
有します。

 また、全⼩中でリモート会議を⾏い、な
かせんネットチャレンジというネット利
⽤、メディアバランスに関するルールの策
定を⾏いました。

小中学校連携
コスモスプロジェクト



報道委員会ICT部⾨の場合

 毎週⽊曜⽇は、「ICT朝活」と称して
全校⽣徒がICTに関わる活動に取り組ん
でいます。
 初めはタイピングスキルの向上を⽬的
として⾏なっていましたが、より情報活
⽤スキルを⾼めるために、ショートカッ
トキー講座やデジタルシチズンシップ講
座など、ICT担当⽣徒が企画し、全校⽣
徒向けに発信しています。

 地区の⼩学校でもタイピングスキルの
特設の時間を設け、スキルアップに取り
組んでいます。

ICT朝活　始めました
タイピングスキル向上の時間



報道委員会ICT部⾨の場合

 ⽇々のタイピングスキル向上を
⽬的にした朝活の成果を⾒るため
に、タイピングコンテストを企画
しています。校内の代表選⼿を決
めた後は、他校の代表選⼿と戦う
という、eスポーツのような感覚
で朝活をしています。
 これがやる気となり、休み時間
もタイピングを頑張る⽣徒がいま
す。

ICT朝活　始めました
タイピングコンテスト

学校対抗の交流戦を実施



報道委員会ICT部⾨の場合

 ICT朝活の様⼦。ショートカッ
トキーをマスターする⽬的で、最
初は講義型、その後、グループで
KAHOOTを使ってクイズ形式で学
びました。みんな楽しんで学んで
いました。こうしたゲーミフィケ
ーション的な要素をもっと取り⼊
れて楽しく朝活していこうと考え
ています。
 タイピングスキルはすでに⾼ま
っているので、情報の編集や発信
に特化したスキル向上に取り組ん
でいきたいと考えています。

ICT朝活　始めました
ショートカットキーをマスターせよ！



報道委員会ICT部⾨の場合
ICT朝活　始めました

デジタルシチズンシップ教育

NHKforschoolより

 フェイクニュースを⾒破るポイントや写真から個⼈
情報を探す活動など、様々なアプローチからデジタル
シチズンシップ教育を進めていく予定です。
 また、動画サイト等を積極的に活⽤し、朝活の時間
に⽣徒に考えさせるような活動を⾏っていく予定で
す。NHKforSchoolを積極的に活⽤しながら、朝の短
時間でも学びが多く、楽しみながら学べる時間にして
いきます。
 内容は、ICT担当の⽣徒が選び配信しています。



養護教諭の場合
中仙地域の小学校と連携して
ネット利用に関する意識改革

 ⽣徒会の保健委員会を主導に地域の⼩学⽣や中学⽣
のネット利⽤の意識を⾼める取組を⾏いました。
「なかせんネットチャレンジ」というもので、中学⽣
が主体となってルールを話し合い設定し、地域の児童
会とリモート会議を⾏いながらネット利⽤の実態や各
校での取組などを話し合いました。
保護者にも協⼒してもらいながら現在も取り組んでい
ます。⽣徒、保護者にアンケートをとり検証していま
す。（左図）デジタルシチズンシップ教育をより推進
していく予定です。


